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四賀の世帯数・人口

世帯数　　　1,957世帯　
人　口　　　4,955　人
　男　　　　2,407　人　
　女　　　　2,548　人
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1,938

4,754

2,300

2,454

地
域
づ
く
り
は

�
市
民
と
の「
共
創
」と「
地
域
の
絆
」

四賀地区地域づくり
センター長（四賀支所長）
内 山 博 司

　

三
月
二
十
六
日
、
松
本
市
教
育

委
員
会
主
催
の
「
殿
村
遺
跡
第
７

次
発
掘
報
告
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
『
長
安
寺
本
堂

（
江
戸
時
代
建
立
）
跡
の
発
掘
か

ら
室
町
時
代
の
造
成
跡
の
発
見
』

と
『
第
１
次
で
発
掘
さ
れ
た
旧
会

田
中
学
校
の
殿
村
遺
跡
の
南
西
部

発
掘
』
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
長
安
寺
跡
地
の
発
掘
で

は
、
室
町
時
代
の
地
層
か
ら
様
々

な
出
土
品
が
見
つ
か
り
、
盛
土
や

礎
石
、
柱
穴
か
ら
、
明
ら
か
に
小

さ
な
建
物
が
存
在
し
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
生
活
感
が
感
じ
ら

れ
る
炉
の
跡
、
炭
、
庭
池
跡
、
そ

こ
か
ら
発
見
さ
れ
た
鏡
と
生
活
道

具
で
は
な
い
瀬
戸
の
天
目
茶
碗
、

中
国
産
の
茶
道
具
、
大
皿
、
硯
な

ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

殿
村
遺
跡
か
ら
ほ
ど
近
い
こ
の

場
所
に
ど
ん
な
人
物
が
住
ん
で
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

当
日
は
、
中
世
考
古
学
が
専
門

の
小
野
正
敏
先
生
の
「
発
掘
さ
れ

た
武
家
の
権
威
と
文
化
」
と
題
し

た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
殿
村
遺

跡
の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
期
待

さ
れ
る
お
話
で
し
た
。

　

こ
の
五
月
か
ら
は
「
虚
空
蔵
山

城
」
の
調
査
が
再
開
さ
れ
ま
す
。

会
田
氏
の
戦
い
の
日
々
が
あ
っ
た

場
所
。
兵
士
は
日
常
ど
ん
な
暮
ら

し
を
し
て
い
た
の
か
、
戦
の
時
は

ど
ん
な
戦
い
振
り
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
麓
か
ら
見
上
げ
る
虚
空

蔵
山
に
狼
煙
が
上
が
り
、
様
々
な

人
々
が
活
躍
し
、
そ
し
て
倒
れ
て

い
っ
た
時
代
。
発
掘
に
よ
っ
て
歴

史
の
解
明
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
会
田
小
次
郎
は
ど
ん

な
人
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
興

味
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　

四
月
一
日
か
ら
前
川
窪
セ
ン

タ
ー
長
の
後
を
引
き
継
い
で
四
賀

地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長

（
四
賀
支
所
長
）
と
し
て
お
世
話

に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
内
山

博
司
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

松
本
市
は
超
少
子
高
齢
型
人
口

減
少
社
会
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り

の
都
市
戦
略
と
し
て
「
健
康
寿
命

延
伸
都
市
・
松
本
」
の
創
造
を
掲

げ
、「
６
つ
の
健
康
」
を
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
目
標
は
「
健
康
」
を
「
よ
り

良
い
状
態
を
保
つ
こ
と
」
と
捉
え
、

「
人
の
健
康
」を
基
礎
と
し
て
、「
生

活
」、「
地
域
」、「
環
境
」、「
経
済
」、

「
教
育
・
文
化
」
と
い
う
６
つ
の

健
康
の
実
現
を
目
指
し
て
様
々
な

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
介
護
に
は
無
縁
で
、

健
康
で
自
立
し
た
、
多
く
の
皆
さ

ん
が
い
き
い
き
と
生
活
し
て
い
る

ま
ち
」・「
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
が
健
康
で
自
立
し
て
、
明

る
く
元
気
に
過
ご
せ
る
ま
ち
」
を

築
く
た
め
の
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
地
域
づ
く
り
に
目
を
向

け
て
み
ま
す
と
、
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
に
は
、
時
間
と
労
力
が
必

要
で
、
一
朝
一
夕
で
は
進
ま
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
地
域
力
向
上

の
た
め
、
お
互
い
助
け
合
い
、
学

び
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
持

続
可
能
な
地
区
を
、
主
役
で
あ
る

市
民
と
行
政
と
の
協
働
で
作
り
上

げ
、
地
域
と
の
信
頼
関
係
を
構
築

し
な
が
ら
、市
民
の
皆
様
と
の「
共

創
」
に
よ
り
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

四
賀
地
区
の
公
民
館
活
動
も
地

域
の
学
習
の
場
や
親
睦
交
流
を
目

的
と
し
て
、
様
々
な
行
事
を
開
催

し
地
域
の
活
性
化
を
高
め
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
さ
ら

に
「
地
域
の
絆
」
が
重
要
と
な
っ

て
き
ま
す
の
で
、
今
ま
で
以
上
に

皆
様
の
主
体
的
な
ご
参
加
や
地
域

づ
く
り
に
対
す
る
ご
意
見
や
事
業

推
進
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
四
賀

地
区
の
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
全

力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
力
強
い
ご
指
導
、

ご
支
援
、
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

殿村
遺跡

第
7次発掘報告会開

催



湧 き 水
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▼
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

（
外
国
人
が
訪
れ
る

旅
行
）
と
い
う
言
葉

が
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
２
０
１
２

年
頃
か
ら
円
安
と
ビ

ザ
緩
和
に
よ
る
訪

日
旅
行
者
が
増
え
、

２
０
１
６
年
に
は
、
２
千
万
人
の

訪
日
旅
行
者
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
中
国
人
観
光
客
に
よ
る
爆
買

い
も
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
久
し
い
。

▼
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
注
目
さ

れ
、
外
国
人
誘
致
の
甲
斐
も
あ
り
、

松
本
市
に
も
去
年
は
10
万
人
以
上

の
外
国
人
が
来
た
。  

▼
そ
し
て
、
今
、
地
方
が
ブ
ー
ム

だ
と
い
う
。
大
都
会
の
街
に
慣
れ

た
外
国
人
が
、
日
本
ら
し
い
田
舎

を
求
め
て
、
田
舎
を
散
策
す
る
。

▼
こ
こ
で
、
日
本
ら
し
い
田
舎
と

い
え
ば
、
松
本
の
奥
座
敷
・
四
賀

で
あ
る
。
の
ど
か
な
田
園
風
景
の

広
が
る
山
あ
い
の
村
で
あ
る
。

▼
外
国
人
が
好
み
そ
う
な
神
社
仏

閣
、
遺
跡
も
あ
る
し
、
昔
な
が
ら

の
家
も
あ
る
。
も
し
か
し
た
ら
、

四
賀
に
多
く
の
外
国
人
が
や
っ
て

く
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

▼
ハ
ロ
ー
、
ニ
ー
ハ
オ
、
ア
ン
ニ

ョ
ン
ハ
セ
ヨ
、
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
、

ボ
ン
ジ
ョ
ル
ノ
、
グ
ー
テ
ン
タ
ー

ク
…
た
く
さ
ん
の
「
こ
ん
に
ち
は
」

が
四
賀
に
飛
び
交
う
日
も
近
い
か

も
し
れ
な
い
。

　

公
民
館
事
業
の
企
画
立
案
・

運
営
を
し
て
い
た
だ
く
、
四

賀
公
民
館
委
員
の
皆
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

◆
運
営
委
員
会

◎
大
澤
好
市　

○
両
角
民
雄

　

佐
々
木
清
夫　

市
川
明
仁

　

中
嶋　

博　
　

竹
内
哲
夫

　

山
岸　

忍　
　

瀧
澤
正
行

　

小
林
敦
夫　
　

山
岸
勝
子

◆
館
報
編
集
委
員
会

◎
中
嶋　

博　

○
小
沢
幸
子

　

藤
松
正
之　
　

松
村
京
子

　

溝
口
清
水

◆
体
育
委
員
会

◎
市
川
明
仁　

○
麻
生
仁
志　

　

両
角
民
雄　
　

小
林
敦
夫

　

金
子
正
夫　
　

金
子
孝
彦

　

和
田
敏
昭　
　

瀧
澤
長
子

　

市
川
益
甫　
　

柏
原　

章

　

望
月　

剛　
　

岩
渕
満
喜
子

　

丸
山
礼
子　
　

長
岩
松
男

　

小
口
正
盛　
　

和
田
昌
朝

　

鳥
羽
敬
二　
　

岩
下　

守

　

坪
田
規
子　
　

西
澤
早
代
子

◆
図
書
視
聴
覚
委
員
会

◎
竹
内
哲
夫　

○
山
田
光
子

　

丸
山　

静　
　

坪
田
芳
子

　

本
木
智
恵
子　

関
口
秀
徳

◆
文
化
委
員
会

◎
佐
々
木
清
夫
○
齋
藤
一
徳

　

瀧
澤
長
子　
　

瀧
澤
正
行

　

竹
内
政
恵　
　

横
内
怜
子

　

山
岸
勝
子　
　

小
林
雅
子

　

両
角
民
雄　
　

三
間
信
五

　

金
子
政
利　
　

山
岸　

忍

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

町会名
反 町
刈谷原町
七 嵐
赤怒田
殿野入
保福寺町
小岩井
両 瀬
金 井
原 山
横 川
会 吉
矢 久
召 田
長 越
藤 池
穴 沢
取 出
板 場
宮 本
本 町
新 町
岩井堂
西 宮
落 水
井 刈
執田光

町 会 長
青木　増夫
小林　俊亮
大澤　好市
青木　峰和
横内健一郎
山口　昭次
金子　文彦
百 瀬 　 治
上野　薫輝
久保田　武
草間　保恵
武川　正二
本林　一登
中嶌　広実
小沢　秀美
浅川　正規
長岩　松男
竹内　芳二
市 川 　 寛
山田　靖敏
山岸　榮一
小林　有人
松 澤 　 強
木下　忠行
降旗　幸治
滝沢　健一
和田　永作

公 民 館 長
倉品　喜好
太田　敏彦
長岩　敬一
三輪　久冶
坪田　増雄
両角　民雄
伊 藤 　 巌
百 瀬 　 治
小宮山　司
倉科　康利
三間　信五
穂高　憲一
本林　一登
中島　基生
小沢　秀美
中島　照巳
長岩　松男
坪田　良尚
金子　政利
山田　靖敏
原田　俊男
小林進一郎
松 澤 　 強
本郷　健司
降旗　幸治
山 岸 　 忍
和田　憲孝

体 育 部 長
市川　初弥
鳥羽　敬二
小林　敦夫
高橋　達郎
藤井　一也
太田　孝臣
金子　正夫
川久保　等
柳沢　保司
矢沢登志夫
草間太刀彦
山崎　幹雄
召田　幹雄
召田　洋一

立川　直樹
長岩　伸一
坪田　昭司
金子　孝彦
降籏　正樹
三 澤 　 剛
本林　一郎
ファビッシュ･スコット
高橋　誠一
藤 松 　 秀
降籏　一成
和田　敏昭

備考

◎

○

         ○         

○

備考

◎

○

○

○

備考

◎

○

○

○

町会長･町内公民館長･体育部長名簿

　

◎地 区 会 長
○４ブロック会長
　　（敬称略）

平成

28年度
四
賀
公
民
館
委
員

四
賀
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
セ
ン
タ
ー
長　

内
山　

博
司

　

課
長
補
佐　

増
田　

香

　

主　

任　
　

藤
森
一
孝

　

嘱　

託　
　

久
保
田
洋
子

　

嘱　

託　
　

宮
坂
真
裕
美

　

嘱　

託　
　

金
子
美
津
代

　

臨
時
職
員　

海
野
寿
子　

松
本
大
学
地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

　

特
別
調
査
研
究
員　

丸
山
裕
也

健
康
づ
く
り
課

北
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
四
賀
担
当
）

　

保
健
師　
　

清
本　

悠

農
政
課

生
産
振
興
担
当（
四
賀
農
林
担
当
）

　

課
長
補
佐　

青
木
美
伸

　

主　

査　
　

降
簱　

優

　

主
査
補　
　

佐
藤
和
彦

　

嘱　

託　
　

板
花　

凌

維
持
課 

管
理
担
当（
地
籍
調
査
）

　

課
長
補
佐　

堀
内　

勉

　

主　

任　
　

野
口
文
次
郎

　

嘱　

託　
　

中
田
将
之

四
賀
公
民
館

　

館　

長　
　

百
瀬
光
男

　
公
民
館
主
事　

小
宮
山
秀
樹

　

臨
時
職
員　

岡
村
亜
香
利

　

職
員
紹
介

　

桜
の
花
が
満
開
の
四
月
十
六
日
、

春
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
、
四

賀
支
所
ス
タ
ー
ト
で
、
二
班
に
分

か
れ
、
沿
道
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
な

が
ら
歩
き
ま
す
。

　

私
は
板
場
～
取
出
コ
ー
ス
に
参

加
し
、
横
内
文
人
さ
ん
に
よ
る
植

物
の
話
を
聞
き
な
が
ら
進
み
ま
す
。

日
本
タ
ン
ポ
ポ
と
西
洋
タ
ン
ポ
ポ

の
違
い
の
説
明
は
面
白
く
、
思
わ

ず
日
本
タ
ン
ポ
ポ
を
応
援
！

　

ゴ
ミ
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

タ
バ
コ
の
吸
い
殻
が
あ
ち
こ
ち
に

あ
り
ま
し
た
。

　

春
空
に
聳そ
び

え
る
虚
空
蔵
山
。
や

さ
し
い
気
持
ち
で
の
ん
び
り
里
山

に
歩
を
進
め
ま
し
た
。

お気軽に
ご相談ください。

四賀支所にいます！

四賀地区担当

清本　悠保健師
はるか

６月６日（月）
１：00～  3：00P
M

７月６日（水）
１：00～  3：00P
M

ゴミ拾いをしながら…

春のウ
オーキング


